


京大病院
初期臨床研修の目指すもの

研修責任者からのメッセージ

研修管理委員長／
医師臨床教育・研修部長

小西  靖彦

大学病院ならびに協力病院のもつ豊富な学識と経験を最大限に生かした、
プライマリーケアの素養の習得

プロフェッショナルとしての高い倫理観に根ざした、
社会に貢献できる医師の育成

優秀な指導医のもとで高度先端医療を担うチームの一員として、
医療の質と安全を意識しつつ、将来のキャリアパスにつながる研修
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　京都大学病院研修プログラムの特長は、充実した指導体制と
自由度の高さです。
　自由選択期間においては大学病院にしか設置されていないよ
うな専門性の高い診療科での研修も可能で、個人のキャリアパ
スを見据えたオリジナリティの高い研修プログラムが構築でき
ます。技能習得のためのシミュレータや、オンラインテキストや
論文検索などの学習環境も充実しています。職種を超えた勉強
会やカンファレンスが毎日のように開催され、研修医を対象とし
た質の高い講習会も豊富です。また、第一線を担う多彩な研修
協力病院（たすきがけ病院）と京大病院の両方で研修ができる
プログラムを用意し、幅広い経験を積むことを可能にしていま
す。初期研修の2年間だけでなく、医師としての将来のキャリア
を見越した実りある研修を身につけるために、京大病院での研
修をお勧めします。

Message from 

the training manager

総合臨床教育・研修センター
研修副部長

伊藤  和史

　初期研修の2年間は、その後の専門医や研究を含めた様々な
キャリアの通過点ですが、その2年をいかに過ごすかで、その後
の医師としての基本的な姿勢や方向がかなり決まります。京都
大学病院研修プログラムは、優れた指導者や研究者が身近に豊
富にいることもさることながら、大学ならではの多種多様な研
修の機会を提供しています。
　出身大学には全くこだわりません。現在も半数以上は他大学
出身者です。ここ数年で卒前の医学部教育や卒後の専門医制度
が大きく変化しており、初期臨床研修も、2020年度からプログ
ラムや評価システムなどが改訂されています。そのなかで多くの
人材が京大病院での初期研修を経て、その後のプロフェッショ
ナルとしてのさらなる研鑽や活躍に繋げていっていることを嬉
しく思います。

Message from 

the training manager



先輩からのメッセージ
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　私は2020年度の特別プログラムを選択させて頂きました。
特別プログラムでは、初期研修１年次に外科内科以外も含めた幅広い診療科
から２カ月研修を選択することができます。これにより、将来の志望科を既に
決めている人は先取りで志望科での研修を行うことができ、志望科を迷って
いる人も１年次から気になる診療科を複数研修することができるため、どちら
のタイプの研修医でも将来の志望科選択に関してじっくりと見極める良い機
会が得られると思います。
　また、特別プログラム以外にも様々な研修プログラムがありますが、プログラ
ムによって研修医室やローテーション順が区別されているわけではないので、
多くの研修医と皆で和気あいあいと交流できるのも京大病院での初期研修の
魅力の一つです。とにかく様々な面で自由度の高い研修を受けることができる
ので、皆様が京大病院での初期研修を希望されることを楽しみにしています！

2020年度特別プログラム

高藤  洸毅

Message from 

seniors

　私は1年目を彦根市立病院、2年目は京都大学病院で研修を行いました。
市中病院は研修医が自主的に行動することで様々な経験ができる環境で、
common disease や救急外来で多くの診療や手技を経験できました。
2年目の京大病院では各科で専門性の高い疾患を見ることができ、1年目
で得た知識や経験をより深めることができました。また先生方や同期の
数が多く、ディスカッションが盛んで日々刺激を受けながら過ごした1年
でした。2つの病院で研修することで、多くの人と出会い様々な考え方に
触れられたのは、自分の医師像の形成や将来の進路を考える上で非常に
有意義だったと感じています。また自分の進路がある程度決まったとこ
ろで、市中病院ではローテートできない診療科を京大病院で選択できた
のは良かったと思います。初期研修先を選ぶのは大変だと思いますが、
ぜひ京大病院の研修で充実した2年間を送ってください！

2020年度Cプログラム

黒川  楓

Message from 

seniors

センター長からのメッセージ

　初期研修中に身につけるべきことは、目の前の患者さんの治療の中で指導医との
ディスカッションを通して自ら診療方針を立て、同僚と切磋琢磨し、様々な職種の
スタッフと密に協力しながら、一人一人の患者さんの治療に正面から取り組むこと
で、医療人としての基礎を築くことです。医学生や研修医の教育を長年行ってきた
京都大学病院は、多くの熱心な指導医が多方向から後進を育てるという指導スタ
イルが色濃く存在し、メディカル・スタッフとの連携も年々強化されています。皆さ
んが医師としてキャリアを始める重要な時期にあたって、安心して研修を受けられ
る環境が整っています。
　また、その後の専門研修に関しても、京大病院と長年深い関わりのある関西を
中心とした数多くの研修病院が揃っています。そこでは京大病院の診療や教育を
良く知る経験豊富な指導医が、専門研修へのスムーズな移行へと導きます。
　病院同士の連携だけでなく、こうした人と人との有機的なつながりは、専門研
修から大学院進学、海外留学といった多様なキャリアパスを構築する大きな助け
となることでしょう。出身大学を問わず、自由・平等なアカデミアが伝統である京
大病院で研修しませんか。総合臨床教育・研修センターは皆さんの熱意を歓迎
し、全力でサポートします。

総合臨床教育・研修センター長

辻川 明孝
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	京都大学医学部附属病院群初期臨床研修ガイド2021_H1H4_ol_t

